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教育・保育給付認定の変更申請を短期間で繰り返すことに関する留意点について（通知）

このことについて，教育・保育給付認定の変更申請を短期間で繰り返すことの留意点を下記のとおりお知らせいたしますので，皆さまにおかれましては，保護者の方等からのご相談があった場合にはご留意くださいますようお願い申し上げます。

記
　
　　就労状況の変化等，保護者の状況に客観的な変化が認められないにも関わらず，下記の例のように短期間で教育・保育給付認定変更の申請が繰り返しあった場合には，教育・保育の変更が認められない場合があること。また，認定変更が認められた場合においても，１号認定から２号認定変更においては，子どもの教育・保育環境の継続性を確保する観点から，他の新規利用児童とは別に利用調整を行い，同施設を原則として継続利用できる特例運用が適用されず，別施設利用となる場合があること。
　　なお，これは，保護者の状況に変化がない中で，短期間での教育・保育給付認定の変更申請が繰り返し行われた場合に適用されるものであり，繰り返されない短期間での認定変更申請について適用されるものではないこと。

　　例：就労状況等の保護者の状況に客観的な変化が無いが，満３歳で同施設の２号認定から１号認定への変更を行い，翌年度の４月１日から１号認定から２号認定への変更申請を行うなど，保育料負担を免れるための同施設利用での教育・保育認定変更を行う意図が高いと判断される場合。
本例は同一施設内における変更を想定しており，特定教育・保育施設の種類や利用時間，教育・保育の内容，職員配置，設備等に関する情報を踏まえた保護者の選択の結果，認定変更の申請を妨げるものではない。
　　
【参考】自治体向けＦＡＱ【第19.１版】（該当部分抜粋）…別紙
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【参考】自治体向けＦＡＱ【第19.１版】（令和3年10月1日）（内閣府より送付）
（該当部分抜粋）
○客観的な状況の変化が伴わない場合の教育・保育給付認定の変更
（問）客観的には２号認定を受けることができるにもかかわらず，希望により１号認定を受け認定こども園に在園している教育・保育給付認定保護者が，就労状況の変化等がないにもかかわらず，夏休みや冬休みなどの長期休暇期間中だけ２号認定に変更したいとの申請があったときは，変更を認めないとすることができるのでしょうか。
（回答）教育・保育給付認定の変更は，子ども・子育て支援法第23条第２項において，「市町村は，（中略），必要があると認めるときは，教育・保育給付認定の変更を行うことができる」とされています。ここに規定する「必要があると認めるとき」は，就労状況の変化等，保護者の状況に客観的な変化があり，教育・保育給付認定の変更の必要が生じた場合を想定していますので，単に保護者の希望が変わったことだけを理由として教育・保育給付認定の変更を申請された場合には，市町村の判断により当該変更を認めないとすることも可能です。（以下略）

○認定こども園に係る利用調整
[bookmark: _GoBack]（問）認定こども園を利用している教育・保育給付第１号認定の子どもが，保護者の就労等の事由により教育・保育給付第２号認定への変更を申し出た場合の取扱いについて，同施設の利用を希望する２号認定の利用希望者と同等に取り扱うのでしょうか，若しくは，継続して利用をするために優先的に変更する取扱いとなるのでしょうか。それとも，施設等利用給付第２号認定の取得を促すことになるのでしょうか。
（回答）認定こども園を利用する教育・保育給付第１号認定の子どもについて，教育・保育給付第２号認定への区分の変更があった場合には，市町村の利用調整を経ることになりますが，市町村の判断により優先的に継続利用させることは可能です。また，施設等利用給付第２号認定を促し，預かり保育料に対して施設等利用給付を支給するという取扱いも可能です。


